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早
稲
田
の

杜
に
な
っ
た

５
月
２９
日
の
銀
座

お
馴
染
み
の
ハ
ッ
ト
リ
時
計
の

大
時
計
を
ま
じ
か
に
夕
開
せ
ま
る

銀
座
４
丁
目
の
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
で

の
恒
例
の
第
五
回
総
会

・
懇
親
会

は
６
時
半
丁
度
よ
り
始
ま

っ
た
。

今
回
は
新
し
い
会
員
出
席
も
多
く

総
勢
７０
名
に
も
の
ぼ
っ
た
。
司
会

は
若
手
３
人

［古
田
修
司

・
緑
野

恵
司

・
桜
井
次
郎
大
の
各
氏
］
が

担
当
。
藤
井
会
長
の
挨
拶
の
後
橋

本
副
会
長
に
よ
る
２
０
０
１
年
度

事
業
報
告
と
会
計
報
告
承
認
の

件
、
松
川
監
杢
役
に
よ
る
監
査
報

告
と
監
杢
承
認
の
作
、
続
い
て
田

中
幹
事
長
に
よ
る
役
員
改
選
の
件

と
新
旧
役
員
の
紹
介
お
よ
び
２
０

０
２
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案

承
認
の
件
が
議
題
に
か
け
ら
れ

「幹
事
さ
ん
ご
苦
労
様
」
の
ね
ぎ

ら
い
の
拍
手
と
共
に
速
や
か
に
承

認
。
ご
来
賓
の
皆
様
を
紹
介
後
は

渡
辺
重
範
副
総
長
よ
り
の
大
学
の

近
況
報
告
、
矢
田
美
英
中
央
区
長

［賛
助
会
員
］
か
ら
の
区
の
近
況

報
告
が
あ

っ
た
。
か
ね
て
よ
り
当

稲
門
会
と
し
て
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

の
売
上
を
あ
周
年
募
金
用
に
積
立

て
、
あ
万
円
を
寄
付
す
る
こ
と
に

幹
事
会
で
決
定
し
て
い
た
ｃ
奥
島

総
長
退
任
白
井
新
総
長

［Ｈ
月
よ

り
就
任
］
と
い
う
こ
と
も
あ
り
区

切
り
の
よ
い
と
こ
ろ
で
先
付
け
小

切
手
を
発
行
、
７５
万
を
こ
の
日
に

寄
付
す
る
こ
と
と
し
た
。
中
多
泰

子
副
会
長
か
ら
後
藤
由
美
子
総
長

室
募
金
課
長
に
ビ
ッ
グ
な
小
切
手

が
手
渡
さ
れ
会
場
は
大

い
に
湧

く
。
今
回
初
め
て
の
参
加
で
最
長

老
の
反
保
寿
彦
氏

［１
９
４
５
年

専
門
部
政
治
経
済
科
卒
］
の
乾
杯

の
音
頭
で
懇
親
会

へ
。
外
は
す
で

に
銀
座
の
ネ
オ
ン
が
輝
き
集
ま

っ

た
会
員
も
い
っ
そ
う
和
や
か
に
。

参
加
者
全
員
の
紹
介
の
後
い
よ
い

よ
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
開
始
。
今
年

は
新
会
員
の
自
井
ご
夫
妻
に
お
手

伝
い
い
た
だ
く
。
２
回
戦
十
敗
者

復
活
戦
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が

る
。
ビ
ン
ゴ
の
売
上
も
〆
て
Ｈ
万

７
千
円
と
な
る
。
愉
快
な
懇
親
の

ひ
と
時
を
締
め
く
く
る
の
は
な
ん

と
い

‥っ
て
も
校
歌
。
輪
に
な

っ
て

歌
い
締
め
に
。
恒
例
の
橋
本
副
会

長
に
よ
る
中
央
稲
門
会
流
３
本
締

め
の
後
、
再
会
を
期
し
て
散
会
と

な

っ
た
。
来
年
度
の
総
会
も
同
じ

日

・
時

。
会
場
で
す
。
今
か
ら
予

定
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ア
エ
ラ
の
ス
タ
ッ
フ
ラ
イ
タ
ー

で
軍
事
評
論
家
の
旧
岡
俊
次
氏
も

飛
入
り
参
加
。
テ
レ
ビ
で
知
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
ち
こ
ち

か
ら
お
声
が
か
か
り
記
念
撮
影
に

引

っ
張
り
だ
こ
だ

っ
た
。

●
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
景
品
提
供

東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
ペ
ア
食
事

券

。
東
京
ド
ー
ム
野
球
観
戦
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト

［藤
井
会
長
］

・
銀
座

ョ
シ
ノ
ヤ
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク

［矢
代

顧
問
］

・
銀
座
大
志
満
ペ
ア
食
事

券

［大
嶋
顧
間
］

・
銀
河
ペ
ア
食

事
券

［橋
本
副
会
長
］

・
図
書
券

［中
多
副
会
長
］

・
ク
ロ
ワ
ッ
サ

ン
セ
ツ
ト

［長
田
会
員
］

・
石
鹸

セ
ツ
ト

［田
中
幹
事
長
］

・
伊
場

仙
扇
子

［吉
田
会
員
］

・
朝
日
新

聞
社
知
恵
蔵

［川
上
］

・
・
伊
勢

え
び
パ
ッ
ク

［鈴
木
幹
事
］

・
三

越
名
人
会
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
　
［蓮

池
賛
助
会
員
］

・
銀
座
大
和
や
カ

ジ
ュ
ア
ル
ハ
ン
ド
バ
ツ
ク

［岩
上

顧
間
］

・
銀
座

「お
多
十
食
事
券

［野
田
顧
間
］

・
秋
山
商
店
お
多

福
豆

［秋
山
会
員
］

。
図
書
券

［佐
藤
幹
事
］
銀
座
や
す
幸
鰹
節

パ
ッ
ク

［石
原
顧
間
］

・
マ
ツ
ヤ

オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ン
カ
チ
（東
幹
事
）

こ
の
ほ
か
奥
島
総
長
著
書

「新
世

紀

へ
の
挑
戦
他

［募
金
課
］

。
月

刊
日
本
橋

［上
林
］
堤
会
員
よ
り

イ
ベ
ン
ト
チ
ケ

ツ
ト
等
提
供
あ

●
当
日
の
出
席
者

ご
来
賓
渡
辺
重
範
副
総
長

後
藤
由
美
子
総
長
室
募
金
課
長

矢
田
美
英
区
長

・
賛
助
会
員

榎
本
雄

一
東
京
２３
区
連
合
、

江
東
稲
門
会
幹
事
長

荻
原
昌
昭
新
宿
稲
門
会
幹
事
長

小
林
昌
尚
江
戸
川
稲
門
会
会
長

手
塚
善
雄
千
代
田
稲
門
会
会
長

柳
橋
元
八
足
立
稲
門
会
副
会
長

大
橋
正
足
立
稲
門
会
副
会
長

山
口
幸

一
墨
田
稲
門
会
幹
事
長

谷
津
光
信
葛
飾
稲
門
会
幹
事

田
岡
俊
次
校
友

・
軍
事
評
論
家

桂
右
国
治
客
員
会
員

・
落
語
家

新
会
員
秋
池
忠
雄

・
迫
川
繁

。
上
村
寿

巳
雄

・
河
合
洋
介

・
木
山
剛
史
。

佐
藤
緋
奈
子

・
塩
田
貞
治

・
越
智

泰
雄

。
上
林
武
人

・
白
井
浩
明
夫

妻

・
杉
原
征
倫

・
田
中
太
刀
勇

雄

・
堤
哲

・
藤
木
克
巳

・
前
田
康

貴

。
三
輪
裕
児

・
山
本
健
二

・
渡

辺
隆
。
渡
辺
幸
生

〈
ム
　
員
束
章
二

・
石
井
精
二
郎

・
岩
上

定
弘

・
梶
川
康
三

・
木
下
安
史

・

木
＝
田
正
人

・
久
保
博
司

・
桜
井

治
郎
太

・
佐
藤
文
隆

・
佐
藤
誠

・

塩
浦
文
吉

・
篠
田
賢
次

・
島
田

平

・
下
村
孝

・
尚
公
子

・
高
野
瑛

雄

・
田
中
見
世
子

・
反
保
寿
彦
夫

妻

・
中
多
泰
子

・
中
村
哲
三

・
橋

本
栄

一
・
藤
井
和

・
町
村
昭
夫

・
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中央稲門会 2001年度事業報告         2002年 5月 29日

第 4回 総会・懇親ビンゴパーテイ  於 サッホ゜鴫雖
=ビ
ルスターホール

たいめけん右園治落語会 於 日本橋たいめいけん
「帆船キャリアド号」東京湾サンセットディナークルース

゛
 (参加30名 )

ホームカミング・稲門祭 。東京23区連合のつどい参加
「砂場」「伊場仙」出展・販売に協力、225千円を125周年募金基金として23区連合に寄付
奥島総長杯ゴルフ大会参加
「たいめいけん」茂出木さん実技指導による「男の料理教室」於 築地社会教育会館
柴又を訪ね、葛飾稲門会と交流    於 川甚
新年交流会 (参加26名 ) 於 青木会員のお店「銀座汁八」
築地川公園お花見交流会   (異例の早咲きにより中止)
近隣稲門会総会への出席
中央稲門会会報と名簿発行
ニュースレター発行
年数回幹事会開催

中 央 稲 門 会 報

松
川
昭
義

・
三
崎
屋
義
正

。
緑
野

恵
司

・
森
山
潤

・
古
田
不
曇

・

新
役
員

（２
０
０
２

１
２
０
０
４

年
）会
長
　
藤
井
　
和

（１
９
５
９
年
　
政
経
、
留
任
）

副
会
長
　
中
多
　
泰
子

（１
９
５
８
年
　
文
、
　

留
任
）

副
会
長

（名
簿
）
橋
本
　
榮

一

（１
９
６
４
年
　
理
工
、
留
任
）

幹
事
長
　
田
中
　
見
世
子

（１
９
６
６
年
　
政
経
、
留
任
）

幹
事
　
松
川
　
昭
義

（１
９
６
７
年
商
、
監
査
↓
幹
事
）

幹
事
　
緑
野
　
恵
司

（１
９
７
５
年
　
社
会
科
、
新
任
）

幹
事

（会
計
）
古
田
　
修
司

（１
９
８
３
年
　
政
経
、
　

新
任
）

幹
事
　
桜
井
　
次
郎
太

（１
９
９
０
年
　
政
経
、
　

新
任
）

監
査
　
中
村
哲
三

（１
９
６
６
年
　
法
、
新
任
）

三
浦
　
十
美
雄

（１
９
６
６
年
　
政
経
、
新
任
）

選
任
役
員

監
査
　
川
原
　
節
子

（１
９
５
９
年

文

）

幹
事
　
尚
　
　
公
子

（１
９
６
７
年

文

）

幹
事
　
佐
藤
　
　
誠

（１
９
６
８
年
　
政
経
）

幹
事
　
東

　

立曇

一

（１
９
７
１
年
　
政
経
）

幹
事
　
鈴
木
　
寿

一

（１
９
７
６
年
　
社
会
科
）

幹
事
　
石
田
　
清
絵

（１
９
８
０
年
　
法
学
研
）

2001年 5月 29日
2001年 6月 2日
2001年 7月 28日
2001年 10月 21日

2001年 11月 12日
2001年 11月 17日
2001年 11月 23日
20021ユ 1月 29日
2002年 4月 6日
2001年度 随時
2001年 9月
01年 5,2月 、
2001年度 随時

土
土
日

(月 )

(土 )

(祝 )

(火 )

(土 )

02年 2月

2002書ユ5月 29日

2002年 6月 22日    (■ )
2002年 7月 3日    (水 )
2002年 8月 24or31日 (土 )
2002年 10月 20日    (日 )

2002年 11月 9日    (」L)
2002書珂1月 22日    (`≧ )
2003年 1月
2003年 2月 2日
2003年 2月
2002年度  随日寺
2002年 9月
02年 6,12月 、
2002年度 随時

たいめいけん右園治落語会
稲門ハワイの集い

室町砂場 右園治落語会
総長杯ゴルフ大会

於 日本橋たいめいけん
於 米国ハワイ州

於 室町砂場
於 大柴ゴルフクラブ

中央稲門会 2002年度事業計画
第4回 総会・懇親ビンゴパーテイ  於 サッホ゜口銀座ヒ゛ルスターホール
125周年募金に、125万円寄付申込
125周年協賛大学グッズ開発事業スタート

「帆船キャリアド号」東京湾サンセットディナークルーズ
ホームカミング・稲門祭。東京23区連合のつどい参加

新年交流会             於 芝浦 牡丹
(日 )  大江戸寄席             於 日本橋 三越劇場

冬ばたん鑑賞とばたん鍋堪能会    於 上野 東照宮
近隣稲門会総会への出席
中央稲門会会報と名簿発行

03年2月   ニュースレター発行
年数回幹事会開催

[予告 ] 2003年度 第6回総会・懇親会  2003年 5月 29日 (木 )
L… ………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

中央稲門会

予 纂
Y200,000

Y300,000

¥60,000

Y98,000

Y0
Y52,488

Y710,488

予 纂

Y710,488

予 纂
Y200,000

Y100,000

Y0
Y300,000

2001年度 収支報告
実 績
Y288,000   48名
Y345,147   115名
Y125,000

Y100,000

Y90,244   来賓ご祝儀、寄付、利子等
Y52.488

2002年度予算案
1)収入の部
総会会費
年会費
福引売上
組織強化補助費
その他
前期繰越金

′jヽ 計

2)費用の部

′jヽ 計

3)特別会計
前期繰越
今期積立
大学への納入
次期繰越

1)収入の部
総会会費
年会費
福引売上
組織強化補助費
その他

(20万円 )
前期繰越金

3)特別会計
前期繰越

今期積立

大学への納入

次期繰越

1)収入の部
Y300,000
Y345,000
¥100,000
Y100,000
Y267,398

Yl,350,000

2)費用の部
Y350,000
Y50,000
Y140,000
Yl10,000
Y90,000
Y20,000
Y425,000
Y30.000

50名
115名

過去平均
前年並
ご祝儀、田岡校友寄付

実 績
Y288,000
Y345,147
Y125,000
Y100,000
Y90,244

Y52,488
Yl,000,879

実 績
Y300,270

Y0
Y91,845

Y78,752

Y91,315

Y46,095

Y125,000

¥30,000

Y237,602

備 考

01年度は予備費勘定

組織強化費の一部充当
組織強化費の一部充当

校友大会、連合大会参加費等
ソフト改版購入を含

イベント補助

参加者増
新規追加
前年予算並
前年実績+300名
前年実績並
前年実績 (ソ フト除)並
田岡校友寄付を含
前年予算並

総会費       Y250,000
イベント補助       Y0
会報費       ¥150,000
通信費        ¥70,000
会合参加費      ¥80,000
事務局費用      ¥30,000
125周年積立   Y100,000
予備費        Y30,488
次期繰越         Y0

′」ヽ  言十       Yl,000,879

2)費用の部      実 績
総会費           Y300,270
イベント補助      Y0
会報費            Y91,845
通信費      Y78,752
会合参加費    Y91,315
事務局費用    Y46,095
125周年積立  Y125,000
予備費            Y30,000

`く

其月鵞黒走』         Y237,602         Y135,000

′
]ヽ  計       Yl,000,879       Yl,350,000

Yl,000,879

実 績    備 考
Y200,000   99/00年分
Y125,000   01年 分
Y0

Y325,000

2002年 3月 31日  監査役

実 績   3)特 別会計
Y200,000         Y325,000
Y125,000         Y425,000
YO         Y750,000

Y325,000               Y0
目標125万円の一部

孵
略
晰
馴
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一．
ヽ

111

会
員
エ
ッ
セ
イ

ワ
セ
ダ
に
は
７
年
間
お
陛
話
に

な

っ
た
（）
高
等
学
院
か
ら
学
部
に

進
ん
だ

の
が
６０
年
安
保

の
年

¨

「全
学
ス
ト
で
聞
え
」
な
ど
の
タ

テ
看
で
理
ま
り
、
ア
ジ
演
説
で
騒

然
と
し
て
い
た
〓
そ
の
構
内
で
創

刊
し
た
ば
か
り
の

「早
稲
田
ス
ポ

ー
ツ
」
が
１
部
１０
円
で
売
ら
れ
て

い
た
。
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
六
大
学

野
球
が
タ
ダ
で
見
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
運
命
的
な
出
会
い
で
あ

っ
た
．
縮
刷
版
を
調
べ
る
と
創
刊

５
号

（∞
年
５
月
２５
日
号
）
に
ア

メ
フ
ト
の
早
慶
戦
の
記
事
を
書
い

て
い
る
、^

秋
の
早
慶
６
連
戦
は
む
ろ
ん
取

材
記
者
と
し
て
全
試
合
観
戦
し

た
．
年
間
１０
回
の
新
開
発
行
に
加

え

「早
稲
田
ス
ポ
ー
ツ
年
鑑
」
ま

で
創
刊
．
取
材
よ
り
広
告
取
り
に

追
わ
れ
た
の
だ
が
、
当
時
の
体
育

局
運
動
部
３９
の
同
期
の
仲
間

（野

球
部
村
上
唯
三
郎
、
応
援
部
福
田

秋
秀
君
ら
）
と

「早
龍
」
卒
業
し

た

［昭
和
３９
年
が
辰
年
］
を
作
り

毎
年

３
月
９
日
に
集
ま

っ
て
い

る
３
５
年
に

一
度
は
慶
応
と
合
同

例
会
、
お
陰
で
人
脈
は
ワ
セ
ダ
ば

か
り
で
な
く
三
田
ま
で
広
が

っ

た
ぃ）

藤
木

　

克

巳

藤
本
｝理
店
取
締
役

１
９
５
３
年

政
経
卒

私
の
泰
明
の
同
級
で
や
す
幸
の

石
原
が
い
る
　
小
生
数
学
が
大
の

苦
手
だ

つ
た
の
で
何
処
か
な
い
か

と
探
し
た
ら
専
門
部
の
政
経
科
が

英
語
国
語
と
数
学
か
社
会
の
選
択

だ

っ
た
の
で
い
ち
早
く
受
験
し

た
、‐
そ
の
頃
４
年
制

へ
の
切
朴
時

だ

っ
た
の
で
学
部
へ
編
人
と
な
り

５
年
――ＩＩ
過
ご
せ
た
¨

入
学
式
の
時
に
学
生
白
治
委
員

に
選
ば
れ
た
．
当
時
は
学
生
運
動

と
い
っ
て
も
学
国
内
の
設
備
の
充

実
、
授
業
料
値
１１
げ
反
対
と
言

っ

た
お
と
な
し
い
も
の
だ

っ
た
じ
後

に
東
大
生
が
応
援
演
説
に
来
て
何

と
か
学
外
聞
争
に
加
わ
る
よ
う
け

し
か
け
て
い
た
が
そ
の
部
屋
に
神

楽
坂
署
の
私
服
が
潜
ん
で
い
る
の

を
見
つ
け
教
室
に
軟
禁
し
た
こ
と

を
憶
え
て
い
る
。

委
員
の
お
陰
で
後
の
総
長
時
子

山
先
生
や
学
部
長
の
久
保
田
明
光

先
生
と
親
し
く
接
す
る
事
が
で
き

た
。
年

一
回
の
行
事
と
し
て
模
擬

ｌ‐ゴ
会
が
開
か
れ
内
閣
と
同
時
に
委

員
会
が
結
成
さ
れ
る
。
私
は
予
算

委
員
を
さ
せ
ら
れ
た
が
三
年
位
下

に
よ
く
喋
る
小
柄
な
奴
が
い
た
。

そ
れ
が
海
部
だ

っ
た
。
ま
た
印
象

に
残
る
の
は
六
大
学
野
球
．
早
慶

戦
の
あ
と
店
か
ら
調
達
し
た
焼
耐

を
車
座
に
な

っ
て
あ
お

っ
た
も
の

だ

っ
た
っ
特
に
最
後
の
最
後
で
優

勝
し
た
時
に
は
新
宿
の
伊
勢
丹
か

ら
駅
に
向
か
っ
て
２０
人
位
並
び
極

東
組
の
お
兄
さ
ん
達
に
前
後
を
守

ら
れ
な
が
ら
校
歌
を
調

っ
た
こ
と

も
あ

っ
た
．
反
対
に
銀
座
に
帰

っ

て
く
る
と
橋
の
典
中
に
体
格
の
良

い
慶
人
生
が
立

っ
て
お
り
角
‐―――
を

隠
し
バ
ツ
ジ
を
押
え
て
下
を
向
い

て
い
な
い
と
ひ
ど
い
日
に
合
い
そ

う
だ
っ
た
思
い
出
が
あ
る
に

昭
和
２２
年
頃
は
ま
だ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

支
配
下
に
あ

っ
た
た
め
思
想
の
変

化
に
か
な
り
の
神
経
が
使
わ
れ
教

授
が
全
体
と
か
忠
義
と
か
い
っ
た

言
葉
を
授
業
で
使

っ
た
だ
け
で
Ｍ

Ｐ
に
拘
束
さ
れ
て
行
く
こ
と
が
数

回
あ

っ
た
．
当
時
の
新
し
い
政
治

や
経
済
の
理
論
を
教
材
に
と
外
国

書
を
求
め
て
も
な
か
な
か
手
に
人

ら
な
い
の
で
密
か
に
レ
ポ
ー
ト
を

仕
人
れ
校
内
印
――――
所
で
製
本
し
た
．

勉
強
ば
か
り
に
熱
中
し
て
成
績
を

上
げ
た
者
に
限

っ
て
さ
ほ
ど
良
い

企
業
に
就
職
で
き
な
か
っ
た
゛

大
学
と
百
う
の
は
色
々
遊
ぶ
こ

と
で
自
分
を
見
出
す
所
で
も
あ
る

と
私
は
思
う
．
し
か
し
我
々
の
ク

ラ
ス
で
成
績
抜
祥
の
男
が
国
銀
に

入
り
当
時
総
裁
だ

っ
た

一
高
田
氏

の
娘
婿
に
な

っ
た
例
も
あ
る
か
ら

矢
張
り
頭
が
良
い
事
に
越
し
た
事

は
な
い
〓
色
々
思
い
出
は
尽
き
な

い
が
今
回
は
こ
れ
ま
で
と
し
ま

す
．
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讐

薙

（株
）電
通

１
９
８
９
年

政
経
禁

～
良
き
師
、
佳
き
朋
友

（と
も
）
、

そ
し
て
好
き
同
窓
～

私
が
、
早
稲
田
の
間
を
く
ぐ

っ
た

の
は
、
早
稲
田
創
立
百
周
年
の
１

９
８
２

（昭
和
５７
）
年
の
こ
と
。

そ
し
て
学
舎
を
巣
立

っ
た

の

は
、
寄
り
道
を
繰
り
返
し
て
１
９

９
１

（平
成
３
）
年
に
な
り
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
お

感
じ
に
な

っ
た
と
こ
ろ
か
と
存
じ

ま
す
が
、
早
稲
田
こ
そ
は

「良
き

師
、
佳
き
朋
友
、
集

い
結
べ
り
」

（ま
る
で
ど
こ
か
の
校
歌
の

一
節

で
す
ね
）
で
し
た
。

日
本
の
近
代
化
を
世
界
史
に
位

置
付
け
、
今
や

「文
明
の
海
洋
史

観
」
で
知
ら
れ
る
川
勝
平
太
師
や
、

気
骨
あ
る
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
政

治
経
済
学
部
長
を
務
め
ら
れ
た
小

松
雅
雄
師
の
下
で
、
早
稲
田
の
人

と
学
問
を
学
び
ま
し
た

（ち
な
み

に
私
は
小
松
先
生
か
ら

「天
に
愛

さ
れ
る
崎
人
」
と
い
う
有
り
難
い

評
を
項
戴
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
）
。
自
分
は
単
な
る
劣
等
生
で

し
た
の
で
、
厳
し
い
学
び
の
時
間

を
楽
し
い
時
間
に
変
え
て
く
れ
た

の
は
、
ゼ
ミ
ナ
リ
ア
ン
、
同
じ
大

学
院
の
研
究
室
の
朋
友
で
し
た
。

今
で
も
年
二
、
三
回
、
誰
か
東
京

出
張
が
あ
る
度
に
集
ま

っ
て
い
ま

す
。

名
前
を
挙
げ
れ
ば
枚
挙
の
暇
も

な
い
く
ら
い
、
先
生
方
、
友
人
達

に
良
く
し
て
湧
き
ま
し
た
。
驚
い

た
の
は
マ
ン
モ
ス
大
学
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
港
り
込
ん
だ
他
学
部
で

の
講
義
の
先
生
方

（例
え
ば
文
学

部
の
佐
土
原
義
博
教
授
）
に
も
可

愛
が

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教

育
は
、
知
育

・
徳
育

・
体
育
か
ら

な
る
と
は
言
い
ま
す
が
、
大
学
で

も
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
と
は
思
わ

な
か

っ
た
と
こ
ろ
、
甲
子
園
野
球

の
審
判
で
有
名
な
体
育
局

（当
時
）

の
教
授
西
大
立
日
永
師
に
お
世
話

に
な

っ
た
こ
と
も
思
い
出
で
す
。

卒
業
し
て
か
ら
も
、
Ｏ
Ｂ
会
、

地
域

・
職
域
の
稲
門
会
が
し

っ
か

り
し
て
い
る
の
に
は
驚
き
、
三
た

び
び

っ
く
り
。
昨
年
３
月
Ｈ
日
、

晴
海
埠
頭
で
式
を
挙
げ
、
ば
し
ふ

い
っ
く

っ
び
い
な
す
船
上
で
結
婚

披
露
を
し
、
新
た
な
人
生
の
出
発

と
、
中
央
区
晴
海
に
越
し
て
参
り

ま
し
て
、
舟
き
同
窓
、
中
央
稲
門

会
の
皆
さ
ん
の
ご
厚
誼
を
賜
る
よ

う
に
な

っ
た
次
第
で
す
。
今
後
と

も
日
本
、
東
泉
の
ま
ん
中
で
、
世

界
に
開
か
れ
た
中
央
の
稲
門
会
の

し
ん
が
り
を
務
め
さ
せ
て
傾
き
た

く
存
じ
ま
す
の
で
、
諸
先
輩
に
は

よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
鞭
捷
の
ほ
ど

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
央
稲
門
会
入
会
の
お
す
す
め

「芸
能
と
グ
ル
メ
そ
し
て
文
化
」
を
合

一言
葉
に
１
２
０
名

の
会
費
会
員
と

時
々
行
事
に
参
加
す
る

一
時
会
員
と

で
成
り
立

っ
て
い
る
地
域
稲
門
会
で

す
。
来
る
者
拒
ま
ず
去
る
者
は
再
会

を
願
い
地
域
に
根
ざ
し
た
楽
し
い
会

を
続
け
て
い
ま
す
。
興
味
あ
る
方
は

連
絡
く
だ
さ
い
。

年

会

費

￥

３

２

０

０

２
年
目
か
ら
は
自
動
振
込
み
制

三
井
住
友
銀
行
築
地
支
店

普

６

４

６

８

１

８

５

●
特
別
企
画
●

帆
船
キ
ャ
リ
ア
ド
号
東
京
湾
サ
ン
セ

ッ
ト
デ
イ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ

人
数
限
定
３５
人

出
航
日
８
月
２４
日

（土
）
雨
天
決
行

午
後
４
時
集
合

集
合
場
所
―
昨
年
同
様
晴
海
の

黎
明
公
園
正
面
入
回

出
航
ふ
頭
―
朝
汐
水
門
前

５
時
出
航
―
帰
港
９
時
頃

会
費

¨
１
万
円

申
込
み
先

¨
事
務
局
田
中
ま
で

Ｔ

Ｅ
Ｌ

　
５

５
６
０
１

８

７

５
１

Ｆ

Ａ
Ｘ

　
５

５
６
０
１

８
７

５
２

８
と
こ
お
『ａ
◎
●
①贅
ギ
●
ｏ」０

中
込
者
に
個
別
連
絡
し
ま
す
。

伝
説
の
帆
船
キ
ャ
リ
ア
ド
号
は

つ

い
に
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
里
帰
り
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
大
好
評
に
つ
き

今
回
２
回
目
を
企
画
し
ま

し
た
が
こ
れ

で
最
後

で

す
。
も
う
日
本
に
は
戻

っ

て
来
ま
せ
ん
。
出
来
る
だ

け
参
加
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

●
グ
ル
メ
＆
落
語
第
２

弾
予
告
十

一
月
九

日

（
土
）

二
時
～
五
時
新
そ
ば
と
右

国
治
落
語
会
ｉｎ
室
町
砂
場

室
町
４
１
１
１
１
３

Ｔ

Ｅ

Ｌ

３

２

４

１
１

４

０

３

８

事
務
局
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
グ
ル
メ
＆
落
語
第
１
弾
報
告

一・
　

　

　

　

．
　

６

月

２２

日

桂
平
治
も
出
演
し
に
ぎ
や
か
に
開
か

れ
た
。
長
田
衛
会
員

「
落
語
良
し
ワ

イ

ン
美
味
し
の
楽
し

い
会
で
し
た
」

茂
出
本
社
長
は
慶
應
出
身
だ
が
落
語

好
き
の
先
代
の
意
志
を

つ
い
で
右
園

治
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。
目
と

鼻
の
先
に
（仮
）
金
融
大
学
院
が
出
来

る
事
で
も
あ
り
益
々
早
慶
の
縁
が
深

く
な
る
だ
ろ
う
。

●
「奥
島
総
長
に
感
謝
す
る
会
」案
内

９
月
１９
日
（木
）６
時
半
よ
り

大
隈
小
講
堂
で
講
演
会
・…
・・千
円

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
東
京
で
懇
親

会
…
…

一
万
円
、
申
込
み
は
田
中
ま
で
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
６
０
１
８
７
５
２

０
コ
①
「「＜
◎
コ
①
二
ｏ
く
・コ
①
」
０

ヘ


